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Ⅰ　問題と目的

　近年，世界各地で多くの自然災害が起こっている。そ

れは我が国においても同様であり，とりわけ 2011 年の東

日本大震災などは記憶にあたらしい。このような災害で

多くの人々が被害・犠牲となり，重大なストレスやトラ

ウマにもなりうる状況においても，多くの人が心理的に

立ち直り，現実に適応しようとしている。レジリエンス

という概念は，この違いを説明し得る現象の一つである。

レジリエンスとは，Rutter （1985） によって初めて示さ

れた概念であり，「深刻な危険性にもかかわらず，適応し

ようとする現象」と定義された。すなわち，深刻な状況

からの立ち直りを意味する。このレジリエンスという言

葉は，日本語では「弾性力」「精神的回復」などと訳さ

れ，小塩・中谷・金子・長峰（2002）は「困難で脅威的

な状態にさらされることで一次的に心理的不健康の状態

に陥っても，それを乗り越え，精神的病理を示さず，良

く適応している」状態と説明している。しかし，我が国

におけるレジリエンス研究は未だ活発に行われていると

はいえない状況にあると考えられている（鈴木，2006）。

　また，レジリエンスの定義は研究者間で一致しておら

ず，その概念のとらえ方は大きく２つに分けられる。１

つ目は，さまざまな悪条件下で，精神的にダメージを受

けてもストレッサーに抵抗して適応を果たしていく過

程や結果に注目するとらえ方である。この立場である

Luthar, Cicchetti & Becker（2000）は，レジリエンス

を「悪条件の下で個人的要因と環境的要因とが作用し，

肯定的な適応に至るダイナミックな過程」と定義してい

る。そして，もう１つのとらえ方は，そうした結果に影

響を与え，リスクから比較的容易に立ち直ることがで

きる人がもつとされる性格特性に注目する立場である。

Luthar et al.（2000） は，２つの立場の違いを明確にす

るために，後者の性格特性については「レジリエンシー」

と表記するべきだとしており，この個人の性格特性はレ

ジリエンシーと呼ばれている（以下，本研究においても，

悪条件下で適応を果たす過程・結果を「レジリエンス」，

それらに影響を与える性格特性を「レジリエンシー」と

表記することとする） 。小塩ら（2002） は，レジリエン

シーを「ネガティブな出来事からの立ち直りを導く心理

特性」と定義し，大学生を対象に研究を行い，物事に興

味や関心を持ち，様々なことにチャレンジしていこうと

する姿勢である「新奇追求性」，自分の感情をコントロー

ルできる「感情制御」，明るくポジティブな未来を予想し，

その将来に向けて努力しようとする「肯定的な未来志向」

の３つの因子からなる精神的回復力尺度を作成した。そ

して，この尺度を用いてレジリエンシーと自尊心との関

係を調査し，苦痛に満ちたライフイベントを経験したに

もかかわらず，自尊心が高い者はそのような経験をして

自尊心が低い者よりレジリエンシーが有意に高いことを

示した。

　しかし，レジリエンスという概念はこうした個人的な

要因のみで説明できるものではない。石原・中丸（2007） 

は，レジリエンスは個人の内的な性格特性としてだけで

なく，個人のおかれた環境への適応プロセス全体も含め

て包括的にとらえられている概念であるとしている。す

なわち，様々な環境的な要因もレジリエンスには重要な

要因であり，レジリエンスとは発達において環境との相

互作用によって形成されていくものである（Masten & 

Coatsworth, 1998）。にもかかわらず，これまでの国内

の研究では環境的要因および個人的要因との相互作用

を考慮した分析が十分に行われていない（荒井・上地，

2012）。現在では，多くの先行研究によって，個人を取

り巻く環境的要因とレジリエンスとの間に何らかの関係

があることが明らかにされており，それらの関係をより

詳細に把握するために，個人的要因と環境的要因とがど

のように相互作用し，レジリエンスを促進しているのか

を調査する必要があると考えられる。

　しかしながら，実際にレジリエンスを捉えることに関

しては困難が伴う。祐宗（2003） は「レジリエンスが機

能している過程そのものに気づくことができないため
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に，直接測定することが困難」であるとしており，この

ことからも，精神的健康の測定の方法も検討する必要が

ある。これまでの国内におけるレジリエンス研究では，

一度の測定で精神的健康を測定することが一般的であっ

た。しかし，この測定方法では，落ち込みからの「立ち

直り」，あるいは，ストレスからの「回復」という「過程」

をみることは難しい。その意味で，これまでの研究はス

トレス事態でのネガティブな症状の緩和という一時的な

ものについて調べるものであったと言えるであろう。こ

れに関して，石毛・無藤（2005） は，こうした視点だけ

だはなく，ストレスフルな出来事を経験した後，ネガティ

ブな心理状態から回復しているかどうかを調べる視点が

必要であると指摘している。レジリエンス概念の特徴で

ある「回復性」について検討するためには，一度の精神

的健康の測定のみでは不十分であり，複数回の測定が必

要であると考えられる。そのうえで，精神的健康の推移

を追い，その変化からレジリエンスの「回復性」につい

て検討しなければならない。

　以上のことから本研究は，レジリエンスを「日常的な

ネガティブイベントによる心理的にネガティブな状態か

らの立ち直りの過程」と定義し，大学生を対象に，複数

回の精神的健康を測定し，レジリエンシーと環境的要因

がその後の精神的健康に影響を与えているか，すなわち，

その後の精神的健康の変化を予測し得るかを検討し，ま

た，レジリエンシーと環境的要因が相互作用するかを検

討することを目的とする。加えて，後述のレジリエンシー

尺度として平野が作成した二次元レジリエンス要因尺度

を使用することにより，レジリエンシーのうちの資質的

な要因と獲得的な要因がネガティブな状態からの立ち直

りにそれぞれどのように作用するのかを検討する。なお，

環境的要因については，ソーシャル・サポートをとりあ

げ，中でも「知覚された」サポートを対象とする。

　本研究の仮説として，以下の 3 つをあげる。（1）レジリ

エンシーは精神的健康の変化にプラスに影響しているだろ

う。（2）ソーシャル・サポートは精神的健康の変化にプラ

スに影響しているだろう。（3）レジリエンシーとソーシャ

ル・サポートは相互作用しているだろう。そしてその相互

作用は精神的健康の変化にプラスに影響しているだろう。

これらの仮説について検証していくこととする。

Ⅱ　方法

調査協力者
　北陸地方の大学の学生 206 名に調査協力をしていただ

き，そのうち，記入漏れがあったものを除き，2 回の調

査の両方に協力していただいた 173 名（男性 85 名，女

性 88 名，平均年齢 18.70 歳）を分析対象とした。

測度
　フェイス・シート：学年，年齢，性別を尋ねた。また，

回答は任意かつ無記名で行われ，すべて数値化されて分

析されるため，個人を取り上げることがないこと等を明

記した。

　また，一回目の調査（Time1）と二回目の調査（Time2）

では以下の尺度を使用し，Time １と Time2 の対応を取

るために，携帯電話番号の下 4 桁を ID として用いた。

１．Time1 で測定した測度
①二次元レジリエンス要因尺度（平野，2010）

　レジリエンシーを測定する。レジリエンス要因とし

て，持って生まれた気質と強い関連を持つ「資質的レジ

リエンス要因」と，後天的に身につけていきやすい獲得

的な要因である「獲得的レジリエンス要因」の 2 つの下

位尺度に分けられ，双生児法を用いてその妥当性が検討

されている。項目数は 21 項目だった。自分自身につい

て，「1. まったく当てはまらない」～「5. よく当てはま

る」の 5 件法で回答を求めた。得点が高いほどレジリエ

ンシーが高くなるように各項目で1点～5点に得点化し，

下位尺度ごとに「資質的レジリエンス得点」「獲得的レ

ジリエンス得点」としてまとめた。

② Stress Response Scale-18（SRS-18）（鈴木・島田・三浦・

片柳・右馬埜・坂野，1997）

　「抑うつ・不安」「不機嫌・怒り」「無気力」の 3 つの

下位尺度からなる 18 項目を精神的健康の指標として用

いた。ここ最近の自身に状態について，「1. 全くちがう」

～「4. その通りだ」の 4 件法で回答を求めた。得点が高

いほどストレス反応が高くなるように各項目で 1 点から

～ 4 点に得点化し，下位尺度ごとに「抑うつ・不安 pre

得点」「不機嫌・怒り pre 得点」「無気力 pre 得点」とし

てまとめた。

③ソーシャル・サポート尺度

　「知覚された」サポートを測定するため，学生用ソー

シャル・サポート尺度（久田・千田・箕口，1989）を改

変したもの 18 項目を使用した。回答方法として，サポー

ト源別に回答を求めているものを，「周りの人（父，母，

きょうだい，学校の先生，友人・知人，恋人など）」と

してまとめ，教示文もそれに適するように改変した。援

助に対する期待値について，「1. 絶対ちがう」～「4. きっ

とそうしてくれる」の 4 件法で回答を求めた。得点が高

いほどソーシャル・サポートが高くなるように各項目で

1 点～ 4 点で得点化し，合計を「ソーシャル・サポート

得点」とした。

２．Time2（2週間後）で測定した測度
④ SRS-18

　前述の尺度を 2 週間の期間をあけ，再度，測定した。

ここでの得点は「抑うつ・不安 post 得点」「不機嫌・怒

り post 得点」「無気力 post 得点」としてまとめた。
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Ⅲ結果と考察

　まず，各得点の記述統計量は Table1 の通りであった。

次に，レジリエンシーおよび，ソーシャル・サポートが

精神的健康に与える影響を検討するため，また，レジリ

エンシーとソーシャル・サポートとの相互作用が精神的

健康に与える影響を検討するため，① Time1 における

精神的健康のデータのみを用いて② Time1 と Time2 の

両方における精神的健康のデータを用いて，それぞれ階

層的重回帰分析を行った。

Time1 における精神的健康のデータを用いた分析
　短期的なレジリエンシーとソーシャル・サポートの精

神的健康に与える影響を検討するために，「資質的レジ

リエンス」「獲得的レジリエンス」と「ソーシャル・サ

ポート」，およびその交互作用項を独立変数，精神的健

康の指標としての SRS-18 の各因子の得点を従属変数と

した階層的重回帰分析を行った。階層的重回帰分析では，

まず第 1 ステップで，「資質的レジリエンス」「獲得的レ

ジリエンス」と「ソーシャル・サポート」を投入し，第

2 ステップでは，「資質的レジリエンス」「獲得的レジリ

エンス」と，「ソーシャル・サポート」と「資質的レジ

リエンス」「獲得的レジリエンス」の 1 次の交互作用を

3 つ投入した。第 3 ステップでは，さらに「資質的レジ

リエンス」と「獲得的レジリエンス」と「ソーシャル・

サポート」の 2 次の交互作用項を投入した。ここにおけ

る結果は，いわゆるレジリエンシーがもつストレス反応

の抑制の効果にあたるものであり，従来の 1 ショットの

みの測定を行う研究で検討されていたものはこのはたら

きを表していると考えられる。その結果，「無気力 pre」

に対しては，「資質的レジリエンス」と「獲得的レジリ

エンス」のそれぞれの影響力が有意であった（それぞれ，

β =-.16, p<.10; β =-.20, p<.05）。また Step1 から Step2

への R2 の増加率が有意であり，「資質的レジリエンス」

と「獲得的レジリエンス」の交互作用の有意な影響性が

示された（β=-.18, p<.05）（Table2）。下位検定の結果，「資

質的レジリエンス」と「獲得的レジリエンス」のどちら

も高い場合に，最も「無気力」が低まることが示された

（Figure1）。このことから，レジリエンシーがある一時

点における「無気力」に対して影響力をもち，有意に低

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Table1 各変数の記述統計量 

  度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 
資質的レジリエンス 173 18 56 38.62  6.88  

獲得的レジリエンス 173 12 43 29.90  4.68  

抑うつ・不安 pre 173 6 23 12.14  4.08  

不機嫌・怒り pre 173 6 23 10.17  3.68  

無気力 pre 173 6 24 12.40  3.71  

ソーシャル・サポート 173 26 64 48.76  8.29  

抑うつ・不安 post 173 6 24 12.69  4.81  

不機嫌・怒り post 173 6 24 11.01  4.33  

無気力 post 173 6 24 13.36  4.45  

 

Table1　各変数の記述統計量

 

 

  

Table2 無気力を目的変数とした階層的重回帰分析(Time1データのみを利用) 
説明変数 Step1  Step2  Step3  

切片 -.07  -.01  -.02  

資質 -.18 * -.16 + -.16 + 

獲得 -.15 + -.20 * -.19 * 

ソーシャル・サポート -.13  -.12  -.11  

資質×獲得  -.18 + -.18 * 

資質×ソーシャル・サポート  .03  .04  

獲得×ソーシャル・サポート  -.08  -.08  

資質×獲得×ソーシャル・サポート   -.04  

R² .13 ** .17 ** .18 **

**p<.01,*p<.05,+p<.10

注）資質的レジリエンスは「資質」、獲得的レジリエンスは「獲得」と表記した。 

Table2　無気力を目的変数とした階層的重回帰分析（Time1 データのみを利用）
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めることから，レジリエンシーはストレス反応を抑制す

る働きをもつことが示唆された。この結果は予測された

ものであり，先行研究と同様の結果を示したと言えるで

あろう。

Time1 と Time2 の両方における精神的健康のデータを
用いた分析
　2 週間後の精神的健康（Time2 の SRS-18 得点）を

Time1 におけるレジリエンシーとソーシャル・サポー

トがどの程度予測しうるのかを検討するため，①の分析

の 3 つのステップに，Time1 のストレス反応得点を加

えた分析を行った。この場合，Time1 のストレス反応

得点は，共変量となる。ここでの結果は，ストレス反応

の抑制とは異なり，より長期的な精神的健康の変化に対

するレジリエンシーおよびソーシャル・サポートの影響

を明らかにすることができ，その中でレジリエンス概念

の中心となる「回復」「立ち直り」の過程についての新

たな知見を得ることができると考えられる。分析の結果，

Step1 から Step2 への R2 の増加率が有意であり，「抑う

つ・不安 post」に対しては，「資質的レジリエンス」と

「獲得的レジリエンス」の交互作用の影響性が有意であっ

た（β =-.17，p<.05）（Table3）。下位検定の結果，「資

質的レジリエンス」が高く，「獲得的レジリエンス」が

高い場合に最も「抑うつ・不安 post」が低まることが

示された（Figure2）。「不機嫌・怒り post」に対しては，「資

質的レジリエンス」の影響力と，「資質的レジリエンス」

と「獲得的レジリエンス」の交互作用が有意であった（そ

れぞれβ =-.24, p<.01; β =-.24, p<.01）（Table4）。下位

検定の結果，「資質的レジリエンス」と「獲得的レジリ

エンス」がともに高い場合に，最も「不機嫌・怒り」が

低まることが示された（Figure3）。レジリエンシーが 2

週間後の「抑うつ・不安」「怒り不機嫌」に影響力を持

ち，有意に低めることから，レジリエンシーは精神的健

康の回復のはたらきをもつことが示唆された。この結果

は，先行研究では検討されてこなかったものであり，レ

ジリエンス概念の特徴である「回復性」について有意義

な結果を示したと言えるであろう。

　また，レジリエンシーの下位尺度である「資質的レジ

リエンス」と「獲得的レジリエンス」について考察すると，

分析の結果，「資質的レジリエンス」と「獲得的レジリエ

ンス」がどちらも高い場合に最もストレス反応が低まる

  

Figure1  
Time1における「無気力」に対する資質的レジ
リエンスと獲得的レジリエンスの交互作用 

Figure1　Time1 における「無気力」に対する資質的レ
ジリエンスと獲得的レジリエンスの交互作用

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Table3 抑うつ・不安を目的変数とした階層的重回帰分析(Time1,Time2データを利用) 
説明変数 Step1  Step2  Step3  

切片 .07  .09  .09  

資質 -.06  -.03  -.04  

獲得 .04  .02  .02  

ソーシャル・サポート .11  .10  .09  

抑うつ・不安 pre .70 ** .70 ** .70 **

資質×獲得  -.17 * -.16 * 

資質×ソーシャル・サポート  .06  .05  

獲得×ソーシャル・サポート  .04  .05  

資質×獲得×ソーシャル・サポート   .01  

R² .49 ** .51 ** .51 **

**p<.01,*p<.05,+p<.10

 

Table3　抑うつ・不安を目的変数とした階層的重回帰分析（Time1,Time2 データを利用）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Figure2 
Time2における抑うつ・不安に対する 

資質的レジリエンスと獲得的レジリエンスの
交互作用 
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個人的要因と環境的要因がレジリエンスに与える影響

ことが示されたが，比較的「資質的レジリエンス」の影

響力の方が大きく「獲得的レジリエンス」は「資質的レ

ジリエンス」のはたらきをサポートするようにはたらき，

その結果レジリエンシーとしての効果が高まると考えら

れる。このことから，生まれつきの要因と後天的に身に

つける要因がどちらも重要であると結論付けられる。

　以上のことから，本研究で予測していた仮説を検証す

ると，仮説（1）はおおむね支持されたと言える。しか

し仮説（2）（3）については，支持されなかった。この

ことについては，ソーシャル・サポートが機能しなかっ

たことが原因として挙げられる。「知覚された」サポー

トの観点から検証した研究では，一般的にストレス状態

にあるときのみソーシャル・サポートが心身の健康維持

に有益となるという結果（緩衝モデル）が得られている

（浦，1992）。すなわち，ストレス状態になければソーシャ

ル・サポートが有意に機能しないということが言える。

このことから，一般的な大学生は，ストレス状態が高い

と言えるか否かというという問題も考えられ，これは本

研究の限界であるとともに，今後の研究の課題にもなる

であろう。すなわち，あらかじめ様々なストレス場面を

設定し，その場面におけるレジリエンス研究を行ってい

く必要がある。どのような場面でどのような要素がレジ

リエンス要因となりうるか，また，レジリエンスという

現象が適応される場面を明らかにすることは，現在統一

されていないレジリエンス概念の明確化につながると思

われる。また，これまでレジリエンスの規定要因として

あげられ，本研究では示されなかったソーシャル・サポー

トの有効性についてももう一度検討する必要がある。そ

して，そのうえでレジリエンシーとソーシャル・サポー

トの相互作用について検討する必要もあるだろう。
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Table3 抑うつ・不安を目的変数とした階層的重回帰分析(Time1,Time2データを利用) 
説明変数 Step1  Step2  Step3  

切片 .07  .09  .09  

資質 -.06  -.03  -.04  

獲得 .04  .02  .02  

ソーシャル・サポート .11  .10  .09  

抑うつ・不安 pre .70 ** .70 ** .70 **

資質×獲得  -.17 * -.16 * 

資質×ソーシャル・サポート  .06  .05  

獲得×ソーシャル・サポート  .04  .05  

資質×獲得×ソーシャル・サポート   .01  

R² .49 ** .51 ** .51 **

**p<.01,*p<.05,+p<.10

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Figure3 
Time2における不機嫌・怒りに対する 

資質的レジリエンスと獲得的レジリエンスの
交互作用 

 

 

 

 

 

 

Table4 不機嫌・怒りを目的変数とした階層的重回帰分析(Time1,Time2データを利用) 
説明変数 Step1  Step2  Step3  

切片 .07  .13  .13  
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ソーシャル・サポート .07  .06  .09  
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獲得×ソーシャル・サポート  -.02  -.02  

資質×獲得×ソーシャル・サポート   -.07  

R² .28 ** .33 ** .33 ** 

**p<.01,*p<.05,+p<.10 

Table4　不機嫌・怒りを目的変数とした階層的重回帰分析（Time1,Time2 データを利用）

Figure3　Time2 における不機嫌・怒りに対する資質的
レジリエンスと獲得的レジリエンスの交互作用
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